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公
認
会
計
士
試
験
で

商
２
菅
原
祐
司
さ
ん
が

最
年
少
合
格
／
司
法
試

験
は
104
人
が
難
関
パ
ス

　

今
年
度
の
公
認
会
計
士
第
二
次
試
験
の

合
格
者
発
表
が
10
月
６
日
に
あ
り
、
中
央

大
学
関
係
で
は
76
人
が
合
格
し
た
。
昨
年

度
（
94
人
）
を
下
回
っ
た
が
、
慶
応
、
早

稲
田
に
次
い
で
私
大
３
位
は
変
わ
ら
な
い
。

　

こ
の
う
ち
在
学
生
合
格
者
は
20
人
で
、

２
年
生
１
人
、
３
年
生
13
人
、
４
年
生
６

人
。
い
ず
れ
も
経
理
研
究
所
講
座
受
講
者
。

　

な
か
で
も
目
を
ひ
く
２
年
生
合
格
者
は
、

商
学
部
会
計
学
科
の
菅
原
祐
司
さ
ん（
20
）。

全
国
最
年
少
合
格
者
で
あ
る
。
本
学
の
歴

史
で
も
初
め
て
。

　

菅
原
さ
ん
と
会
っ
た
。
ガ
リ
ベ
ン
君
を

思
わ
せ
な
い
、
ニ
コ
ニ
コ
顔
。
は
に
か
む

よ
う
な
表
情
で
、
喜
び
を
次
の
よ

う
に
語
っ
た
。

　

「
金
融
庁
で
の
合
格
発
表
だ
っ

た
ん
で
す
け
ど
、
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
正
直
受
か
っ
て
い
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
。
な
ん

で
だ
ろ
う
、
っ
て
感
じ
。
支
え
て

く
れ
た
親
と
経
理
研
の
先
生
方
に

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
恩
返
し
を
し
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」　　

　

横
浜
商
業
高
校
出
身
。
高
校
３
年
次
に

日
商
簿
記
一
級
を
取
得
。
大
学
で
は
経
理

研
に
入
り
猛
勉
強
の
成
果
が
、
最
短
コ
ー

ス
で
の
目
標
突
破
に
つ
な
が
っ
た
。
一
人

暮
ら
し
の
ワ
ン
ル
ー
ム
に
は
テ
レ
ビ
が
な

い
。
や
は
り
、
違
う
！

　

そ
れ
に
し
て
も
、
２
年
で
目
標
達
成
す

る
と
、
後
の
２
年
何
す
る
の
？　

と
ヤ
ッ

カ
ミ
を
言
っ
た
ら
、
少
し
照
れ
て
、

　

「
も
う
ち
ょ
っ
と
勉
強
を
続

け
た
い
で
す
。
ま
ず
は
環
境
会

計
の
本
を
読
み
た
い
。
あ
と
、

い
ま
ま
で
我
慢
し
て
い
た
の
で

ち
ょ
っ
と
遊
び
た
い
か
な
」

　

向
上
心
は
絶
え
ず
、
青
春
の

夢
い
っ
ぱ
い
、
の
よ
う
だ
。

　

卒
業
生
の
な
か
で
は
、
三
浦

志
津
さ
ん
と
奈

緒
さ
ん
姉
妹
も

そ
ろ
っ
て
難
関

を
パ
ス
し
た
。
商

学
部
会
計
学
科
を

今
春
卒
業
の
双
子

の
姉
妹
。
じ
つ
は

『
Ｈ
ａ
ｋ
ｕ
ｍ
ｏ

ｎ
ち
ゅ
う
お
う
』

（
２
０
０
１
年
４

月
号
）
で
「
公
認
会
計
士
に
な
る
夢
」
を

語
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

姉
の
志
津
さ
ん
は
新
日
本
監
査
法
人
、

妹
の
奈
緒
さ
ん
は
朝
日
監
査
法
人
へ
の
採

用
が
決
ま
り
、
実
務
経
験
・
研
修
3
年
を

へ
て
第
3
次
最
終
試
験
を
目
指
す
こ
と
に

な
る
。

　

「
い
ま
ま
で
ふ
た
り
で
一
緒
に
勉
強
し

て
き
た
け
ど
、
こ
こ
で
別
の
職
場
を
選
ば

な
け
れ
ば
死
ぬ
ま
で
離
れ
る
き
っ
か
け
を

見
つ
け
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
（
笑
）。
で

も
将
来
は
姉
妹
で
事
務
所
を
起
こ
そ
う
か

な
ん
て
考
え
た
り
」と
志
津
さ
ん
は
語
っ
た
。

（
学
生
記
者　

柿
元
理
榮
＝
商
４
年
）

　

司
法
試
験
の
合
格
者
発
表
は
11
月
12
日

に
行
わ
れ
た
。
本
学
関
係
の
合
格
者
は
１

０
４
人
で
、昨
年
度
と
同
数
だ
っ
た
（
国
・

私
大
で
５
位
）。

　

10
月
25
日
、
中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
、
第
3
回
中
央
大
学
地
球
環

境
論
文
賞
（
中
央
大
学
主
催
、
高
校
生
新

聞
社
共
催
、
朝
日
新
聞
社
、
産
経
新
聞
社
、

東
京
新
聞
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
毎
日
新

聞
社
、
読
売
新
聞
社
後
援
）
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
た
。

　

「
高
校
生
地
球
環
境
論
文
賞
」
は
、
全

学
を
挙
げ
て
環
境
問
題
に
取
り
組
む
中
央

大
学
が
、
高
校
生
に
地
球
環
境
問
題
を
考

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
問
題
提
起
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る
論
文

コ
ン
テ
ス
ト
。
3
年
目
の
こ
と
し
は
募
集

エ
リ
ア
の
関
東
地
区
を
中
心
に
計
270
通
の

応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
10

人
の
論
文
が
入
賞
（
佳
作
以
上
）
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
角
田
邦
重
学
長
が
「
皆
さ

ん
が
大
学
を
卒
業
す
る
頃
に
は
、
自
然
を

守
る
運
動
や
ビ
ジ
ネ
ス
が
さ
ま
ざ
ま
に
広

が
っ
て
い
る
は
ず
。
受
賞
を
問
題
意
識
を

公認会計士の合格証を手に、
菅原祐司さん

三浦志津さん（右）と奈緒さん姉妹

関
東
中
心
に
高
校
生

10
人
が
入
賞

第
３
回
中
央
大
学
地
球

環
境
論
文
賞
・
表
彰
式

　

在
学
生
で
は
、
法
学
部
３
年
、
吉
野
秀

保
さ
ん
ら
が
合
格
を
果
た
し
た
。
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深
め
る
き
っ
か
け
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と

挨
拶
。
最
優
秀
賞
の
岸
田
有
香
さ
ん
（
横

浜
隼
人
高
校
３
年
）
＝
写
真
左
＝
ら
入
賞

者
全
員
に
賞
状
と
副
賞
、
記
念
品
が
贈
ら

れ
た
。

　

岸
田
さ
ん
は
、「
受
賞
の
電
話
が
あ
っ

た
と
き
は
母
と
手
を
取
り
合
い
ジ
ャ
ン
プ

し
て
喜
び
ま
し
た
」
と
感
激
し
た
よ
う
す
。

論
文
タ
イ
ト
ル
は
「
福
祉
で
あ
る
水
・
水

道
水
と
私
た
ち
」。
水
道
水
の
安
全
性
を

守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
論
じ
、「
自
分
の

考
え
が
ま
と
ま
っ
て
い
く
過
程
が
よ
く
書

か
れ
て
い
た
」
と
高
い
評
価
を
得
た
。

　

優
秀
賞
は
、
小
松
原
優
美
さ
ん
（
中

大
杉
並
高
校
3
年
）
＝
写
真
右
＝
ら
４

人
に
。
小
松
原
さ
ん
は
、「
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
な
が
ら
『
ど

う
し
て
牛
肉
が
こ
ん
な
に
安
く
食
べ
ら

れ
る
の
？
』
と
い
う
話
を
母
親
と
し
た
の

が
き
っ
か
け
で
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
。
受
賞
論
文

「
逆
転
の
発
想
」
で
は
、「
ど
う
し
て
牛

肉
が
…
…
」
と
意
外
性
に
富
ん
だ
切
り
口

か
ら
、
闊
達
な
論
理
と
ア
イ
デ
ア
を
展
開
、

「
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る
。

　

優
秀
論
文
は
下
記
の
ア
ド
レ
ス
で
閲
覧

で
き
る
。

http://w
w
w
.chuo-u.ac.jp/chuo-

u/sincyaku/0311
ronbun.htm

　

「
賞
を
と
っ
た
こ
と
自
体
よ
り
、
友
だ

ち
や
先
生
か
ら
お
め
で
と
う
と
言
わ
れ
た

こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
」

　

さ
ら
さ
ら
の
ロ
ン
グ
ヘ
ア
ー
に
、
ブ
レ

ザ
ー
姿
。
ま
だ
あ
ど
け
な
さ
の
残
る
女
子

高
生
は
照
れ
く
さ
そ
う
に
受
賞
の
喜
び
を

語
っ
た
。

最
優
秀
賞
に
中
大
杉
並

高
の
湯
澤
里
香
さ
ん

高
校
生
小
論
文

コ
ン
テ
ス
ト

　

こ
の
夏
行
わ
れ
た
「
第
３
回
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
高
校
生
小
論
文
コ
ン
テ
ス

ト
」（
毎
日
新
聞
社
主
催
）
で
最
優
秀
賞

に
輝
い
た
湯
澤
里さ
と

香か

さ
ん
＝
写
真
。
中
大

杉
並
高
校
３
年
生
で
あ
る
。

　

応
募
総
数
３
８
４
２
作
品
、
予
選
通
過

95
作
品
。
本
選
は
90
分
で
「
ゆ
と
り
」
を

テ
ー
マ
に
１
０
０
０
字
の
課
題
小
論
文
を

競
っ
た
。
湯
澤
さ
ん
の
作
品
は
、
審
査
員

６
人
の
う
ち
５
人
が
「
最
高
」
ラ
ン
ク
を

付
け
、
文
句
な
し
で
最
優
秀
賞
に
。
ま
た
、

中
大
杉
並
高
校
は
計
５
人
が
本
選
に
進
み
、

学
校
賞
も
受
賞
し
た
。

　

「
ゆ
と
り
と
い
う
テ
ー
マ
を
見
た
と
き
、

い
け
る
と
思
い
ま
し
た
。
剣
道
部
の
顧
問

の
先
生
方
と
〝
ゆ
と
り
〞
や
〝
緑
〞
に
つ

い
て
た
く
さ
ん
議
論
を
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
」と
湯
澤
さ
ん
。
小
論
文「
ゆ

と
り
」
は
、
日
常
の
ゆ
と
り
が
欠
如
し
て

い
る
情
景
を
切
り
と
り
そ
の
背
景
な
ど
に

論
及
す
る
、
自
然
体
で
洞
察
力
を
感
じ
さ

せ
る
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
応
募
は
、
選
択
授
業

の「
論
理
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」で
担
当
の
先
生

に
薦
め
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と

い
う
。「
そ
れ
に
パ
ソ
コ
ン
は
原
稿
用
紙

に
書
く
の
と
は
違
っ
て
、
手
軽
で
気
軽
な

感
じ
。楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
め
ま
し
た
」

　

本
が
好
き
。
小
学
の
図
書
館
の
本
は

片
端
か
ら
読
了
し
、「
本
ば
か
り
読
ん
で

な
い
で
」
と
親
に
注
意
さ
れ
た
く
ら
い
。

で
、
中
学
時
代
は
あ
ま
り
読
ま
な
か
っ
た

そ
う
だ
が
、
高
校
に
入
っ
て
か
ら
再
び
。

好
き
な
作
家
は
…
…
新
井
素
子
と
『
ア
ル

ジ
ャ
ー
ノ
ン
に
花
束
を
』
な
ど
の
ダ
ニ
エ

ル
＝
キ
イ
ス―

―

２
人
の
名
を
挙
げ
た
。

　

ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
表
情
で
、こ
ん
な
話
も
。

　

「
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の
パ
ン
ク
ラ
イ
ブ
に

行
く
こ
と
も
大
好
き
！
」

　

週
１
で
お
囃
子
に
も
通
っ
て
い
る
し
、

剣
道
部
で
は
副
部
長
も
つ
と
め
た
。
元
気

で
イ
キ
が
い
い
、〝
花
の
文
武
両
道
〞
と

で
も
い
う
の
か
し
ら
。

　

将
来
の
夢
は
？

　

「
国
語
の
先
生
も
い
い
し
、
活
字
に
も

関
わ
っ
て
い
き
た
い
、
か
な
」

　

受
賞
で
夢
は
ず
む
、
18
歳
で
あ
る
。

（
学
生
記
者　

西
原
香
保
里
＝
経
２
年
）


